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はじめに
ミ ミ エ ボ シ Conchoderma auritum (Linnaeus, 

1767) は フ ジ ツ ボ 類 の 一 種 で あ る． オ ニ フ ジ
ツ ボ 類 Coronula spp. の 殻 板（e.g. Fertl & 
Newman, 2018）のほか，アカボウクジラ Ziphius 
cavirostris Cuvier, 1823 や ハ ン ド ウ イ ル カ
Tursiops truncatus (Montagu, 1821) などの海生
哺 乳 類 の 歯（e.g. Elorriaga-Verplancken et al., 
2015; Foskolos et al., 2017），ヒジキムシ属カイ
アシ類Pennella sp.の体表（Hiro, 1935），ロープ（本
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Abstract. We first report the gooseneck barnacle, Conchoderma auritum (Linnaeus, 1767), from Rishiri 

Island, Hokkaido, northern Japan. The barnacles we found were attached to the left tooth of a Stejneger’

s beaked whale, Mesoplodon stejnegeri True, 1885 (Cetacea: Ziphiidae), which was stranded on the rocky 

shore of Cape Kutsugata, western Rishiri Island, on 11 April 2015. We provide a description of their morphol-

ogy, and present a mitochondrial 16S rRNA barcode sequence.

間ほか , 1996）や船底（武田 , 1982）など，生物・
人工物問わずに固着することが報告されている．本
種は世界各地から報告されている汎存種であり，日
本沿岸からは北海道厚岸湾（Hiro, 1935），北海道
ノシャップ岬（和田，2001），新潟県佐渡島（本間
ほか , 1996），千葉県和田浦（松村ほか , 2008），
鳥取県賀露町（本間ほか , 1996）などから報告さ
れているものの，利尻島沿岸ではこれまで発見され
たことはなかった．

本稿では，2015 年 4 月 11 日に利尻島沓形岬へ
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漂着したオウギハクジラ Mesoplodon stejnegeri 
True, 1885 の歯からミミエボシが発見されたた
め，報告する．

材料と方法
今回用いたエボシガイ類標本は，2015 年 4 月

11日に北海道利尻郡利尻町沓形岬（45°11’04.4” N, 

141° 07’ 54.4” E）の岩礁に漂着したオウギハクジ
ラの雄個体（図 1A）（松石ほか，2017）から採集
した．エボシガイ類はオウギハクジラの歯頚部（左
側）に固着していたため（図 1B），ナイフを用いて
歯頚部から外し，70% エタノールで固定・保存し
た．固定したエボシガイ類は実体顕微鏡（SZH-ILLB; 
Olympus, Japan）を用いて形態観察を行った後，
デジタル一眼レフカメラ（D5200; Nikon, Japan）
を用いて写真撮影を行った．エボシガイ類の体の
各部名称については，武田（1982）と山口・久恒
（2006）に従った．

エボシガイ類の DNA 抽出は，柄部の一部から
DNeasy Blood & Tissue Kit (Qiagen, Germany)
を 用 い て 行 っ た． 抽 出 し た DNA サ ン プ ル を
も と に， ミ ト コ ン ド リ ア 16S リ ボ ソ ー ム RNA
（16S）遺伝子の部分塩基配列を決定した．ポ
リ メ ラ ー ゼ 連 鎖 反 応（PCR） か ら 配 列 決 定 ま
で の 方 法 は Tomioka et al. (2018) に 従 っ た．
PCR と シ ー ク エ ン シ ン グ に は 16S AnnF（5’ - 
GCGGTATCCTGACCGTRCWAAGGTA -3’）と 16S 
AnnR（5’ - TCCTAAGCCAACATCGAGGTGCCAA 
-3’）（Sjölin et al., 2005）のプライマーを用いた．

図１．打ち上げられたオウギハクジラ Mesoplodon stejnegeri. 
A，体全体（背側）; B， 左側下顎部．

図２．ミミエボシ Conchoderma auritum と
各部名称（エタノール固定標本）．A，左側面 ; 
B，前方．
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決定した部分塩基配列は，DDBJ のデータベースに
登録した（登録番号 LC467952）．

本研究で観察を行ったエボシガイ類標本は，
利 尻 町 立 博 物 館 に 登 録・ 収 蔵 し た（ 標 本 番 号
RTMCRU-194, 195）．

結果
形 態 観 察 を 行 っ た 結 果， 今 回 得 ら れ た エ ボ

シ ガ イ 類 は ミ ミ エ ボ シ Conchoderma auritum 
(Linnaeus, 1767) で あ る と 同 定 さ れ た．
1 個 体（RTMCRU-194） は 柄 部 の み，1 個 体
（RTMCRU-195）は無傷の個体だった．後者の形
態の詳細を以下に述べる．

Family Lepadidae Darwin, 1851
Genus Conchoderma Olfers, 1814

Conchoderma auritum (Linnaeus, 1767)
ミミエボシ
（図 2）

外部形態．耳状突起先端から柄部末端までの長さ
は 5.47cm．体表は全体に茶色から焦げ茶色を呈す
るが，部分的に白から肌色を呈する．頭状部は長さ
2.09cm，左右に扁平な球状で，上部に 1 対の耳状
突起を有する．楯板は 2 葉に分かれる．背板は扁
平な棒状である．柄部は長さ 2.59cm，円柱状であ
る．
DNA 塩基配列．RTMCRU-195 より 16S 遺伝子の
部分配列 349 塩基を決定した．
所見．今回得られた標本は，1）頭状部に耳状突起
がある，2）楯板が 2 葉に分かれるという特徴か
ら，ミミエボシと同定した．Conchoderma 属に
はミミエボシのほかに，スジエボシ C. virgatum 
(Spengler, 1790)，コスジエボシ C. hunteri (Owen, 
1830) の 2 種が含まれている (Chan et al., 2009)．
この 2 種は頭状部に耳状突起を欠くこと，楯板が 3
葉に分かれていることから本種と区別することがで
きる ( 弘 , 1937；Chan et al., 2009)．
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